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( 資料 6) 

次世代育成支援対策を 推進するため、 の児童虐待防止対策等の 

I 児童虐待防止対策等の 充実，強化 
0  児童相談に関する 体制の充実 ( 平成「 7 年 4 月施行 ) 

0  児童福祉施設・ 里親等の見直し ( 平成「 7 年「 月 施行 ) 

0  保護を要する 児童に関する 司法関与の強化 ( 平成「 7 年 4 月施行 ) 

相談体制 ] 牒 謹を要する児童に 対する支援 

児童相談に関し 市町村が担 う役 
割を法律上明確化 

0 ケアの連続性に 配慮し 、 

児童福祉施設の 年齢要件 

は 対象外 ち対象 

0 専門性の高い 困難事例への 対応・ 

市町村の後方支援に 役割を重点化 
関する相談・ 助言を新た 

Ⅱ 新たな小児慢性特定疾患対策の 確立 
0  長期にわたり 療養の必要な 慢性疾患にかかっている 児童に対する 医療の 
給付等の事業を 創設。 ( 平成「 7 年 4 月施行 ) 

Ⅲ その他 
の 保育 料 収納事務の私人委託 ( 平成 r 7 年 4 月施行 ) 

② 児童売買等に 関する国民国外犯処罰規定 ( 関連条約の発効 目 に施行 ) 
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児童福祉法の 一部を改正する 法律案の修正事項について 

1 . 強制入所措置の 期間更新関係 ( 第 2 8 条第 2 項ただし書の 修正 ) 

強制入所措置の 期間更新の際に 考慮すべき事項を 明記する。 具体的には、 

第 2 8 条第 2 項、 「ただし」のあ とに、 「当該措置に 係る保護者に 対する 

指導措置の効果等に 照らし」を挿入する。 

( 参考 ) 第 2 8 条第 2 項 

② 前項第一号及び 第二号ただし 書の規定による 措置の期間は、 当該措置を開始した 

日から二年を 超えてはならない。 ただし、 当該措置を継続しなければ 保護者がその 

児童を虐待し 、 著しくその監護を 怠り、 その他著しく 当該児童の福祉を 害するおそ 

れがあ ると認めるときは、 都道府県は、 家庭裁判所の 承認を得て、 当該期間を更新 

することができる。 

2. 市町村の体制強化関係 ( 第 1 0 条第 4 項の新設 ) 

第 l Q 条の 3 項の次に第 4 項として次の 一項を追加する。 

④ 市町村は、 この法律による 事務を適切に 行 う ために必要な 体制の整備 

に努めるとともに、 当該事務に従事する 職員の人材の 確保及び資質の 向 

上 のために必要な 措置を講じなければならない。 

3. 施行日関係 

0  平成 1 6 年 1 0 月 1 日 施行とされている 事項については、 平成 1 7 年 

Ⅰ 月 1 日 施行とする。 

0  ただし、 小児慢性特定疾患治療研究事業については、 平成 1 7 年 4 月 

Ⅰ 日 施行とする。 

( 参考 ) 平成 1 6 年 1 0 月 1 日 施行とされている 事項 

児童福祉施設における 過所役指導 

里親の監護・ 教育・懲戒に 関する権 限の明確化 

官公署に対する 費用徴収等に 関する情報提供要請 

保護受託者制度の 廃止 

小児慢性特定疾患治療研究事業 
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導
 に
努
め
る
こ
と
。
 

凡
小
児
慢
性
特
定
疾
患
に
つ
い
て
は
 、
 子
ど
も
に
治
療
を
受
け
さ
せ
な
が
ら
 生
計
を
立
て
て
い
る
と
い
う
保
護
者
の
 立
場
を
理
解
し
 

つ
、
 子
ど
も
に
対
し
て
最
適
な
医
療
を
 提
供
す
る
と
い
う
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
 え
 、
制
度
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
 を
 続
け
る
と
 

も
に
、
手
続
き
な
ど
の
負
担
を
で
き
る
 限
り
軽
減
す
る
こ
と
。
 

と っ 

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 案
に
対
す
る
附
帯
決
議
 

（
平
成
十
六
年
十
一
月
十
日
衆
議
院
 厚
生
労
働
委
員
 ふ
 き
 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
 
次
 の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
 る
べ
き
で
あ
る
。
 

一
 
児
童
福
祉
司
等
専
門
職
員
の
資
質
 の
 向
上
と
配
置
基
準
の
見
直
し
等
を
行
 う
 な
ど
児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
の
体
 制
の
拡
充
を
図
 

る
こ
と
。
 

二
子
ど
も
た
ち
に
良
好
な
家
庭
的
 環
 境
を
与
え
る
た
め
に
、
職
員
の
拡
充
、
 
施
設
の
ホ
ー
ム
化
等
児
童
養
護
施
設
の
 改
善
に
取
り
組
む
 

こ
と
。
 

三
 
児
童
福
祉
に
関
す
る
家
庭
裁
判
所
 0
 機
能
の
強
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
 を
進
め
る
こ
と
。
 

四
 
保
護
者
に
指
導
措
置
を
受
け
さ
せ
 る
た
め
の
勧
告
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
 に
 機
能
し
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
。
 
ま
た
、
指
導
措
置
 

の
 内
容
に
つ
い
て
専
門
的
・
学
術
的
 観
 点
か
ら
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
  
 

五
国
及
び
地
方
自
治
体
に
お
け
る
 関
 僚
機
関
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
 、
民
間
団
体
、
 
N
P
O
 
と
の
一
層
の
 連
携
を
図
る
こ
と
。
 

大
里
親
制
度
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
 支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
虐
待
 を
 受
け
た
者
に
対
し
て
適
切
か
っ
多
様
 な
 支
援
を
行
 う
た
 

め
に
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
充
実
強
化
 に
 取
り
組
む
こ
と
。
 

モ
 
保
護
者
へ
の
指
導
・
支
援
の
あ
り
 方
 、
虐
待
事
件
の
検
証
結
果
な
ど
が
 地
 刀
自
治
体
に
き
ち
ん
と
周
知
徹
底
さ
れ
 る
よ
う
連
携
・
 指
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ま 切 児 l 
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行 養 
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導 れ 施 

 
 

に
慈
 ロ
 と
な
る
市
町
村
に
お
い
て
 も
 専
門
性
を
確
保
で
き
る
よ
 う
 必
要
 な
 技
術
的
支
援
を
行
 う
 こ
と
。
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る
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専
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職
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を
図
る
と
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も
に
、
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 配
置
基
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を
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直
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、
児
童
相
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制
の
拡
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に
 努
め
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。
ま
た
、
全
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協
議
会
の
速
や
か
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設
置
を
目
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に
、
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が
 受
け
ら
れ
る
よ
 う
 成
人
の
難
病
 対
策
と
の
連
携
を
可
能
な
限
り
図
る
 

と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

ほ
 つ
い
て
も
取
り
 

自
己
負
担
の
導
入
が
保
護
者
に
過
 
重
 な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
配
 

慮
 す
る
こ
と
。
ま
た
、
 
必
要
に
応
じ
て
継
続
し
た
治
療
 

十
 
小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策
に
 つ
い
て
ほ
、
法
制
化
に
伴
い
制
度
の
 

周
知
徹
底
及
 び
 事
務
手
続
の
簡
素
化
 
を
 図
る
と
と
も
に
、
 

面
 で
十
分
な
配
慮
を
行
 う
 こ
と
。
 

凡
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
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推
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図
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童
虐
待
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防
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虐
待
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す
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養
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ン
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リ
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グ
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る
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。
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会
学
的
研
究
 
ほ
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の
充
実
を
図
る
た
め
 
、
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算
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。
人
員
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、
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方
自
治
体
へ
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図
る
 

の
周
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ユ， 

組
む
こ
と
。
 

Ⅰ
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
 研
 

関
係
者
及
 び
 専
門
家
、
自
治
体
等
 

右
 決
議
す
る
。
 

究
 事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
 
き
 検
討
を
続
け
る
と
と
も
に
、
患
者
 
団
体
、
医
療
機
関
 

の
 関
係
者
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
、
 
必
要
に
応
じ
制
度
の
見
直
し
を
行
 
う
 こ
と
。
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